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1 年程度続く現象をいいます。語源はスペイン語の el niño 
(男の子、英語で the boy) ですが、この現象を表すときは大
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のはそれらの配分です。配分を与える Qtと Rt 次第でいろいろな結
果が得られるのですが、どんな配分がよいのでしょう？
予測尤度の値を比べるのも一つの方法です。ここでは、Rtに含まれ
るパラメータを推定する、反復アルゴリズムを考案しました。
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